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神社が好きなので、冠稲荷に行って季節の花を
楽しんだり、イオンに行ってウインドウショッ
ピングなどして気晴らししています。

太田市在住
ふらっとKさん
登壇時の内容（一部）

作業所を以前利用していました。また4月から新しい作業所に通

う予定です。あと最近ではデイサービスに参加しカラオケを利用
したり楽しんでいます。

精神障がい者は甘えていると思われがちですが、無理をすると不
調になってしまう特徴があるので、周りの人に理解してもらえる
と嬉しいです。

自分は一人になってしまうと不安になってしまい悪い方に考え
てしまうので、信頼できる人と一緒に過ごすことで安心できま
す。また人が安心するには『愛』が重要だと思います。私はス
タッフや周りの人から愛を受け取ることで幸せを感じています。

障がい年金で生活しているので日々節約して生活し残ったお金
で少し贅沢するのを楽しみにして頑張っています。

1.『暮らし おすすめスポット』

2.『福祉 私にとって福祉とは』

3.『お金 私の節約術』

4.『私にとっての安心とは』

第5回「シンポジウム」
みんなで考える障がい者も安心して暮らせる街づくり

～もっと暮らしやすくする為にin OTA～
が、2025年2月25日（火）に太田市にて開催されました。

今回の太田市シンポジウムでは、前半にCIL上州プロジェクト様、道草の会 引きこもりを考える会
様、社会福祉法人福晃会様、ふらっとピアサポーターの4団体にご参加いただき、シンポジストとし
てご登壇いただきました。シンポジウムでは、以下の4つのテーマに沿って、参加者の皆様が実体験
を交えながら貴重なお話をしてくださり、非常に充実した内容となりました。

1.『暮らし おすすめスポット』
2.『福祉 私にとって福祉とは』
3.『お金 私の節約術』
4.『私にとっての安心とは』

後半には、太田市障がい福祉課から「福祉の取り組みについて」のご説明があり、地域の福祉に対
する理解が深まる貴重な機会となりました。

本ニュースレターでは、ふらっとピアサポーターを代表して参加いただいたKさんの様子と、シンポ
ジウムにご来場いただいた方々の感想をご紹介させていただきます。
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今回は関係者だけでなく、地域の
方や偶然現地にいた方も参加して
くれたことが嬉しかったです。

自分は参加できませんでしたが、参加した方の話を聞いて行って
みたかったと思いました。オンライン配信があれば、会場に行け
ない人でも視聴できて良いのではないかと感じました。

おすすめのスポットの話題で、
『ひきこもりだから家から出な
い』という発言が印象的でした。
またぜひ参加したいです。

初めてシンポジウムに参加しましたが、こんなに多くの人がい
るとは思わず驚きました。話を聞いているうちに、さまざまな
障がいを持つ方がいることを改めて実感しました。

シンポジウムの感想を頂きました。

『障がい者』と『健常者』という言
葉が存在する現実を考えると、国が
仕組みを変えなければ解決は難しい
と感じました。 

仕事ができる場所をもっと増やし
てほしいです。あと作業所に行く
と、『障がい者の〇〇さん』と見
られてしまい、つらく感じます。

司会を務めた
援護寮はばたき職員

小島さん

シンポジウムの司会を小島です。周りの先輩方からのお声掛けをいただ
き、司会を引き受けさせていただきました。シンポジストの方々が気持
ちよく楽しく話せるよう、緊張をほぐすことを意識して進行しました。
特に、三障害を持つ方々と引きこもりの方が一緒に話す場を提供できた
ことは非常に良かったと感じています。このシンポジウムが、異なる立
場の方々が交流できる貴重な機会になったことは、大きな意義があった
と思います。

私が特に印象に残ったのは、引きこもりの方の発言でした。「言いたい
ことはたくさんあるが、言う場所がわからないし、言ってもいいのか判
断できなかった」との言葉が心に残りました。この発言を通じて、話す
機会を提供することの重要性や、聞く側の姿勢がいかに大切であるかを
改めて実感しました。誰もが自由に意見を表現できる環境を作ることが、
参加者全員にとっての安心感につながると強く感じました。

シンポジウムを通じて、私は多くの学びを得ることができました。参加
者が自分の思いを自由に話し、他者の意見に耳を傾けることの大切さを
改めて認識することができました。
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今回のシンポジウムでは、三障がいの当事者の方に加え、引きこも
りの当事者の方にもシンポジストとしてご参加いただき、「障がい
者が安心して暮らせる街づくり」をテーマに、多様な視点からの意
見を伺うことができました。
シンポジストの方々が話された具体的な事例や、実際の課題につい
ての提案は非常に考えさせられる内容でした。シンポジウムを通じ
て感じたのは、「障がい者も暮らしやすい街は、すべての人にとっ
て暮らしやすい街である」ということです。
すべての人にとって優しい街づくりの大切さを改めて実感し、障が
いの有無にかかわらず、地域で当たり前に共生できる環境を整える
ことが重要ではないでしょうか。そのためには、障がい者に特別な
配慮をするのではなく、「誰にとっても過ごしやすい環境」を整え
ること、そして地域の人々が障がいについて正しい理解を持ち、隣
人と自然に助け合える文化を築くことが大切だと感じました

ニュースレター実行委員会

『麦の家』『はばたき』では、利用者を募集しております。
ご興味のある方は、ぜひお気軽にご連絡ください。

お待ちしております!!

法人本部
群馬県太田市鶴生田町733-123

TEL：0276(20)2509
FAX：0276(20)2510

HP：http//arcadia-gr.com
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